
若々しく生きるためには、まず健康を維持でき
る体づくり、すなわち免疫を健常に保つことが重
要である。免疫にはTリンパ球による貪食や殺菌
などの細胞性免疫と、Bリンパ球による抗体産生
を介した液性免疫などがあるが、ともに正常に働
くことが健康維持に必須となる。
人は通常、生直後からの母乳栄養によって成長
発達する。母乳には分泌型 IgAという免疫グロ
ブリンや、ラクトフェリン、塩化リゾチーム、オ
リゴ糖などの免疫物質が豊富に含まれ、免疫系が
未発達な新生児や乳児の感染に対する抵抗力の
発達、維持に大きく貢献している。具体的には、
免疫グロブリンやラクトフェリンは細菌やウイル
スから生体を防御し、塩化リゾチームは殺菌作
用を有して細胞性免疫を支えている。一方、オリ
ゴ糖はビフィズス菌に選択的に資化（食）され、
Bifidobacterium 優位の腸内細菌叢を誘導し、腸
管免疫能を発達させて感染防御能の維持に有用と
考えられる。実際、母乳栄養は人工乳栄養と比べ、
腸炎や呼吸器感染症の発症率、乳児死亡率を有意
に低減させることも報告されている。腸管免疫を
獲得済みの成人においても腸管のメンテナンスは

非常に重要で、絶食や炎症、外傷、手術などによ
るストレスによって容易に腸粘膜は萎縮し、腸管
免疫能の低下に伴う感染症の発症リスクが危惧さ
れている。当院では、このようなリスクを伴う症
例に対する腸管のメンテナンスとして、上記オリ
ゴ糖と同等以上の効果を有するグァーガム分解物
（サンファイバー®）の臨床応用を実践している
ので、その効果について紹介する。
種々の疾患には程度の差こそあれ、ほぼ必ず炎

症を伴う。肝炎や肝硬変などの慢性炎症の場合、
肝臓は高度かつ持続的な炎症に暴露され、これに
伴い線維化が惹起されて病態が進行する。炎症の
背景には酸化ストレス傷害が存在するが、我々は
これまで酸化ストレスの制御が炎症反応の低減に
有用と考え、抗酸化ビタミン、微量元素投与の有
用性について報告してきた。本講演では、肝機能
障害における酸化ストレス傷害に対するカテキン
（サンフェノン ®）投与の有用性についての研究
結果について紹介したい。
最後に、最近取り組んでいる創傷治癒に関す

るアミノ酸（オルニチン；シジミ成分）の効果に
ついて報告する。オルニチンは、肝の尿素回路で
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若 し々く生きるための食事、栄養
～機能性成分の医療応用～

略歴



アンモニア処理を行うことで二日酔いに良いなど、
肝庇護、抗疲労効果については古来より認識され
ていた。しかしながら近年、オルニチンは細胞分
裂を促進するポリアミンに、また皮膚や骨、血管
などに存在するコラーゲン合成を促進するプロリ
ンに代謝され、蛋白合成、免疫能増強、創傷治癒

や美肌効果が注目されてきた。私どもは褥瘡患者
でその創傷治癒促進効果を検証したので、一重項
酸素による皮膚の光老化（シミ、シワ、ソバカス
など）（図1）に対するカテキンの美肌効果と合わ
せて紹介したい。
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